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新
【
第
三
回
】 日

本
の

景

風
景
や
景
観
を
語
る
と
き
、

新
し
い
活
動
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。

し
か
し
、今
を
生
き
る
人
々
の

斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
取
り
組
み
も
街
に
活
力
を
与
え
、

未
来
の
日
本
を
か
た
ち
づ
く
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

第
三
回「
新
」で
は
、そ
の
よ
う
な
例
を
取
材
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
い
た
っ
た
経
緯
か
ら
紹
介
す
る
。

新
し
い
光

神
戸
摩
耶
山
掬
星
台

新
し
い
形

東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

新
し
い
街

秋
葉
原

P.10 P.06P.12

東京港中央防波堤外側埋立地と江東区・若洲を
結ぶトラス橋「東京ゲートブリッジ」。橋梁の
橋桁が2011年2月につながった。トラス構造
部の特殊な形状から話題になっている。

文：清水 潤　写真：特記以外は中原一隆
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滑
に
運
ぶ
た
め
に
、
臨
海
部
の
道
路
整

備
は
欠
か
せ
な
い
。
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ

ッ
ジ
を
含
む
東
京
港
臨
海
道
路
Ⅱ
期
事

業
は
そ
の
一
部
と
し
て
開
通
が
待
た
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
Ⅱ
期
事
業
の
道
路
全
長
は
約

四
、六
〇
〇
㍍
。
そ
の
う
ち
東
京
ゲ
ー

ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
長
さ
は
二
、六
一
八
㍍

に
達
し
、
ト
ラ
ス
構
造
部
分
の
長
さ
は

七
六
〇
㍍
で
あ
る
。
ま
た
、
水
面
か
ら

の
最
高
高
さ
は
約
八
七
・
八
㍍
。
一
般

的
な
条
件
下
な
ら
、
高
い
塔
を
設
け
、

吊
り
橋
や
斜
張
橋
と
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、

東
京
港
の
東
側
の
航
路
を
跨
ぎ
、
上
空

地
か
ら
江
東
区
・
若
洲
を
結
ぶ
東
京
港

臨
海
道
路
Ⅱ
期
事
業
と
し
て
二
〇
〇
二

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
二
〇
一
一
年

度
中
の
開
通
を
め
ざ
し
て
、
現
在
工
事

は
最
終
段
階
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

開
通
す
れ
ば
中
央
防
波
堤
外
側
埋
立
地

を
挟
ん
で
、
大
田
区
・
城
南
島
か
ら
若

洲
ま
で
約
八
㌔
が
つ
な
が
り
、
現
在
混

雑
し
て
い
る
臨
海
部
の
物
流
交
通
が
効

率
化
さ
れ
る
。

　

近
年
、
国
や
都
は
東
京
港
の
国
際
競

争
力
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
進
め
て
い
る
。
東
京
港
は

日
本
を
代
表
す
る
商
業
港
で
あ
り
、
国

際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量
は
年
間

三
八
二
万
個
（
二
〇
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ

ナ
／
二
〇
一
〇
年
）。
国
内
第
一
位
で

あ
る
も
の
の
、
釜
山
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
海
外
の
主
要
港
に
は
大
き
く
水
を

あ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ

が
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
応
し
、
取
扱
量
を
増
や
し
て
い

く
に
は
、
大
型
船
の
寄
港
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
港
湾
機
能
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
港
内
の
主
要
航
路
部

の
水
深
を
下
げ
る
こ
と
や
、
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
設
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
同
時
に
増
加
す
る
コ
ン
テ
ナ
を
円

　

今
年
二
月
、
建
設
中
の
「
東
京
ゲ
ー

ト
ブ
リ
ッ
ジ
」
の
橋
桁
が
つ
な
が
り
、

東
京
港
に
新
た
な
景
観
が
生
み
出
さ
れ

た
。
人
目
を
引
く
の
は
鉄
骨
の
ト
ラ
ス

構
造
部
の
特
殊
な
形
で
あ
る
。
ま
る
で

二
頭
の
恐
竜
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
恐
竜
橋
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
計
画
は
、東

京
湾
に
浮
か
ぶ
中
央
防
波
堤
外
側
埋
立

東
京
港
の
コ
ン
テ
ナ
物
流
を

円
滑
化
す
る
ル
ー
ト

日本の景

 [ 特 集 ]

航
路
と
空
路
の
制
約
条
件
か
ら

生
ま
れ
た
形
状

形状の制限と構造的合理から
生まれた恐竜橋

東京ゲートブリッジ新しい 形
東京ゲートブリッジは鋼3径間連続トラス・ボック
ス複合橋。トラスの部材は約1.3m角、重量を軽減
するために高強度で溶接作業性に優れるBHS鋼材
を採用している。トラス構造部の重量約2万トンの
大部分を主橋脚（内側）が負担する。

航路を跨ぐ主橋脚間は440m。橋桁の上下に発生す
る高さ制限からトラス構造が採用された。

（資料提供：国土交通省 東京港湾事務所）

物流の円滑化を図るために、東京港南部に計画さ
れている東京港臨海道路Ⅱ期事業。東京ゲートブ
リッジは、臨海道路の橋梁区間にあたる。

大井
コンテナ
ターミナル

青海
コンテナ
ターミナル

中防外
コンテナ
ターミナル
（計画中）

東京港
臨海道路
Ⅱ期事業

東京
ゲートブリッジ
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務
所
の
保
坂
行
輝
さ
ん
は
東
京
ゲ
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
の
広
報
活
動
の
担
当
者
。
橋

桁
中
央
部
ま
で
ト
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
て
ほ
し
い
と

語
る
。「
景
観
と
同
時
に
ブ
リ
ッ
ジ
か

ら
の
眺
望
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

っ
と
も
開
放
的
な
部
分
で
す
か
ら
、
歩

行
者
の
楽
し
み
も
大
き
く
な
る
で
し
ょ

う
」。

　

湾
岸
か
ら
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を

遠
望
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
海
上
か

ら
も
っ
と
間
近
に
見
る
方
法
も
あ
る
。

橋
桁
の
下
は
東
京
港
の
観
光
ク
ル
ー
ズ

船
の
航
路
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

観
光
事
業
会
社
「
シ
ー
ラ
イ
ン
東

京
」
が
毎
日
運
航
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ

ン
船
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
は
、
日
の
出

桟
橋
を
出
て
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
立
ち
並
ぶ
大

井
ふ
頭
を
過
ぎ
た
後
、
中
央
防
波
堤
内

側
埋
立
地
を
回
り
込
ん
で
東
京
ゲ
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
の
下
を
通
過
す
る
。
階
上
の

オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
か
ら
、
ト
ラ
ス
構
造

の
規
模
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
瞬
間
で

あ
る
。
ま
た
、
同
社
は
昨
年
六
月
、
ま

だ
ト
ラ
ス
や
橋
桁
を
建
設
中
だ
っ
た
こ

ろ
に
、
通
常
運
航
に
加
え
て
特
別
ク
ル

ー
ズ
を
企
画
。
通
常
よ
り
も
ゆ
っ
く
り

と
時
間
を
か
け
て
様
々
な
角
度
か
ら
見

学
で
き
る
コ
ー
ス
を
三
カ
月
に
一
度
程

度
催
行
し
た
。
専
門
家
に
よ
る
解
説
を

船
内
放
送
す
る
な
ど
内
容
も
充
実
し
て

い
る
。「
最
初
は
本
当
に
お
客
様
が
来

て
く
だ
さ
る
か
不
安
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
多
い
時
に
は
一
二
〇
名
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
」
と
同
社
営
業
部
の
人
見
寧

則
さ
ん
。
乗
船
客
は
予
想
外
に
も
ほ
ぼ

半
数
を
女
性
が
占
め
、
建
設
の
進
捗
を

確
か
め
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
た
と
い
う
。

　

今
年
度
末
に
開
通
す
れ
ば
夜
間
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
る
予
定
。
東
京

ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
魅
力
は
本
格
的
に

広
ま
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

日本の景

 [ 特 集 ]

海
上
か
ら
間
近
に
眺
め
る

見
学
ク
ル
ー
ズ
が
人
気

は
羽
田
空
港
発
着
の
航
空
機
が
飛
ぶ
空

域
で
あ
る
た
め
、
高
さ
が
二
重
に
制
限

さ
れ
た
。
橋
桁
上
部
の
高
さ
は
抑
え
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
桁
下
は
船
舶
が
安
全

に
通
行
で
き
る
高
さ
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
橋
桁
の
上

下
に
ト
ラ
ス
構
造
を
も
つ
珍
し
い
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
た
。
橋
梁
の
色
は
パ
ー
プ

ル
ブ
ル
ー
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
。
橋
梁

部
分
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
ト
ラ
ス

部
を
薄
く
、
桁
部
を
濃
く
表
現
し
て
い

る
。

　

道
路
は
車
道
ば
か
り
で
な
く
、
海
上

部
分
の
約
一
、六
〇
〇
㍍
に
歩
道
も
整

備
さ
れ
る
。
国
土
交
通
省
東
京
港
湾
事

上／オープンデッキからの
眺め。東京のさまざまな名
所を背景に、東京ゲートブ
リッジの景観を楽しめる。
下／シーライン東京の観光
船、シンフォニー・モデル
ナ（2,618トン）。日の出桟
橋から通常40分ほどでゲ
ートブリッジに達する。

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

側径間
トラスの架設
フローティングクレ
ーンによる一括架設

STEP 1

中央径間
トラスの架設
フローティングクレ
ーンによる一括架設

STEP 3

中央径間
箱桁の架設
フローティングクレ
ーンによる一括架設

STEP 4

架設完了
STEP 5

側径間上部
トラスの架設
桁上に載せたクレー
ンでの単材架設

STEP 2

トラス架設ステップ

本頁の写真・資料提供：国土交通省 東京港湾事務所

壮観な工事過程を見
学する人々。

シーライン東京営業部企画広
報グループの人見寧則さん。

「海上からさまざまな角度で
東京ゲートブリッジを見るこ
とができるのがクルーズの魅
力」と語る。

晴れている日には、東京ゲートブリッジの間から東京スカイツリーRが見える。
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て
の
性
格
を
持
つ
。
眺
望
の
良
さ
を
核

と
し
て
昭
和
三
十
年
、
神
戸
市
に
よ
っ

て
中
腹
の
ケ
ー
ブ
ル
駅
か
ら
山
頂
付
近

ま
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
が
開
通
。
ホ
テ
ル

や
遊
園
地
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
市
民
が

気
軽
に
楽
し
む
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化

に
よ
り
、
昭
和
四
十
年
代
頃
に
遊
園
地

が
閉
園
し
、
そ
の
後
、
展
望
広
場
が
現

在
の
展
望
公
園
「
掬
星
台
」
と
し
て
整

備
さ
れ
た
。

　

美
し
い
夜
景
が
消
え
た
の
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
襲
わ
れ
た
平
成
七

年
一
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
建
物

が
倒
壊
し
、
多
く
の
生
命
が
犠
牲
に
な

っ
た
。
困
難
な
状
況
の
な
か
で
、「
徐
々

に
灯
っ
て
い
く
明
か
り
は
、
街
が
よ
み

が
え
る
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
」
と
語

る
の
は
掬
星
台
や
森
林
を
管
理
す
る
神

戸
市
建
設
局
公
園
砂
防
部
森
林
整
備
事

　

神
戸
・
摩
耶
山
は
六
甲
山
系
の
西
側

に
位
置
し
、
標
高
約
七
百
㍍
。
山
頂
の

東
側
の
展
望
公
園
「
掬き

く

星せ
い

台
」
か
ら
は

東
西
に
広
が
る
神
戸
の
街
を
眼
下
に
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
摩
耶
山
は
六

甲
山
に
連
な
り
な
が
ら
南
へ
張
り
出
し

て
お
り
、
そ
の
眺
め
は
神
戸
港
や
三
宮
、

元
町
な
ど
の
市
街
地
に
迫
る
。
さ
ら
に

遠
く
大
阪
湾
岸
の
果
て
ま
で
、
明
石
海

峡
大
橋
も
視
界
に
入
る
大
パ
ノ
ラ
マ
が

展
開
し
、
誰
も
が
一
瞬
言
葉
を
失
う
よ

う
な
す
ば
ら
し
い
見
晴
ら
し
で
あ
る
。

と
く
に
夜
景
は
「
日
本
三
大
夜
景
」
の

一
つ
、
ま
た
「
一
千
万
ド
ル
の
夜
景
」

と
謳
わ
れ
、
市
民
や
観
光
客
を
引
き
つ

け
て
き
た
。

　

神
戸
は
幕
末
の
開
港
と
と
も
に
西
洋

文
化
を
取
り
込
み
な
が
ら
発
展
し
て
き

た
が
、
街
の
背
後
に
稜
線
を
描
く
六
甲

山
系
の
山
々
も
そ
の
文
化
の
一
端
を
担

っ
た
。
元
来
は
そ
こ
で
薪
を
伐
り
出
す

な
ど
、
生
活
に
利
用
す
る
里
山
で
あ
っ

た
が
、
欧
米
人
は
自
然
の
な
か
で
余
暇

を
楽
し
む
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
文
化
を

持
ち
込
ん
だ
。
日
本
初
の
ゴ
ル
フ
場
や
、

務
所
の
重
藤
洋
一
さ
ん
。

　

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
に
は
、

掬
星
台
の
敷
地
内
に
新
た
に
「
摩
耶
★

キ
ラ
キ
ラ
小
径
」
が
つ
く
ら
れ
た
。
震

災
後
、
神
戸
の
観
光
客
は
減
少
し
、

徐
々
に
回
復
し
て
い
た
も
の
の
震
災
前

に
は
及
ば
な
い
。
摩
耶
山
に
も
よ
り
多

く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
お
う
と
、
新
た

な
魅
力
づ
く
り
を
目
指
し
た
と
い
う
。

「
摩
耶
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
星
の
駅
」
か
ら

展
望
台
に
向
か
う
小
径
に
、
星
の
イ
メ

ー
ジ
を
託
し
て
蓄
光
石
が
敷
き
つ
め
ら

れ
た
。
日
が
落
ち
る
と
や
わ
ら
か
に
発

光
し
、
天
の
川
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が

る
。「
も
と
も
と
神
戸
市
は
夜
間
の
光

を
大
切
に
す
る
街
づ
く
り
を
し
て
き
ま

し
た
」
と
重
藤
さ
ん
。
自
然
に
囲
ま
れ
、

色
と
り
ど
り
に
瞬
く
夜
景
は
、
日
常
の

営
み
の
大
切
さ
も
教
え
て
く
れ
る
よ
う

だ
。

別
荘
地
、
登
山
コ
ー
ス
な
ど
が
つ
く
ら

れ
、
日
本
人
に
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
浸
透
し
て
い
っ
た
。
山
の
様
相
も
変

化
し
た
。
じ
つ
は
明
治
の
中
頃
ま
で
六

甲
山
系
は
薪
の
伐
採
な
ど
に
よ
り
禿
山

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
九
〇
二

（
明
治
三
十
五
）
年
に
土
砂
崩
れ
な
ど

を
防
ぐ
た
め
に
植
林
事
業
を
開
始
。
百

年
を
経
過
し
、
現
在
は
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ

ラ
、
カ
シ
な
ど
、
広
葉
樹
の
豊
か
な
森

林
を
形
成
し
て
い
る
。

　

摩
耶
山
に
は
空
海
上
人
ゆ
か
り
の
寺

院
が
あ
り
、
古
く
か
ら
信
仰
の
山
と
し

阪
神
間
の
夜
景
を

一
望
す
る
ス
ポ
ッ
ト

さ
ら
な
る
復
興
の
た
め
に
輝
く

光
の
小
径

神戸市建設局公園砂防部森林
整備事務所主幹（副所長）の重
藤洋一さん。「夜景のすばら
しさは申し分ありません。摩
耶★キラキラ小径も皆さんに
来ていただくきっかけになれ
ば」と語る。

掬星台は展望公園として整備されている。園内に「摩耶
ロープウェー星の駅」と展望台2カ所が設けられており、
駅から展望台まで「摩耶★キラキラ小径」が延びている。

日没後の「摩耶★キラキラ小径」。敷き詰めら
れた蓄光石がやわらかに発光し、幻想的な雰囲
気を醸し出す。蓄光石は太陽光などの紫外線を
吸収する無機化合物を建材ガラスに混入、加工
したもの。暗くなると発光して見える。ブラッ
クライトの照射でより輝きを増す。

掬星台は夜空も美しい場所。星のイメージを小
径に託し、天の川のような流れのなかに星座が
あしらわれている。

掬星台の展望台から東の方向を望む夜景。中央の島は神
戸港の六甲アイランド。灘区、東灘区、芦屋市や西宮市
の市街地の明かりがきらめき、その向こうに大阪湾が広
がる。西の方向は神戸ポートアイランドをはじめ、中央
区、兵庫区、長田区の街まで見渡すことができる。

日本の景

 [ 特 集 ]

光る小径が
一千万ドルの夜景へ誘う

神戸摩耶山掬星台新しい 光
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て
い
る
。

　

昭
和
二
十
年
代
の
終
わ
り
か
ら
三
十

年
代
、
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
て
家

電
製
品
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
秋
葉
原

は
近
郊
か
ら
多
く
の
消
費
者
が
集
ま
る

家
電
の
街
と
な
る
。
当
時
の
一
般
的
な

電
気
店
は
、
家
電
メ
ー
カ
ー
と
専
売
契

約
を
結
ん
で
お
り
、
地
域
密
着
型
で
一

社
の
製
品
を
販
売
し
て
い
た
が
、
秋
葉

原
に
は
卸
売
り
と
小
売
り
を
兼
業
す
る

店
も
多
く
、
価
格
競
争
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
見
比
べ
な

が
ら
安
値
で
買
え
る
魅
力
を
い
ち
早
く

つ
く
り
だ
し
た
か
ら
だ
。

　

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
電
気
製
品
は

多
様
化
。
電
気
店
の
形
態
も
多
店
舗
展

開
や
大
型
化
が
進
む
。
大
量
仕
入
れ
大

量
販
売
に
よ
り
売
り
や
す
く
買
い
や
す

い
大
型
店
の
ビ
ル
が
林
立
し
、
秋
葉
原

は
日
本
一
の
電
気
街
へ
と
成
長
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
技
術
力
が
世
界
に
評
価

さ
れ
、
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
製
品

を
求
め
て
外
国
人
客
が
増
加
。
A

 

K

 
I 

H
A
B
A
R
A
が
国
際
的
に
認
知
さ
れ

る
。
平
成
六
年
に
は
パ
ソ
コ
ン
関
係
の

売
上
が
家
電
関
係
を
上
回
り
（
帝
国
デ

ー
タ
バ
ン
ク
調
べ
）、
パ
ソ
コ
ン
街
へ

と
大
き
く
変
貌
を
と
げ
た
。

　

一
方
、
流
通
の
変
革
に
よ
っ
て
各
地

で
量
販
店
な
ど
が
台
頭
し
た
こ
と
や
バ

ブ
ル
経
済
崩
壊
な
ど
に
よ
り
、
秋
葉
原

の
企
業
も
撤
退
、
廃
業
、
他
社
資
本
と

の
提
携
な
ど
が
進
み
、
淘
汰
さ
れ
て
い

っ
た
。
加
え
て
ネ
ッ
ト
通
販
が
隆
盛
と

な
り
、
業
態
も
変
化
を
続
け
て
い
る
。

並
行
し
て
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
）

前
後
か
ら
オ
タ
ク
文
化
と
い
わ
れ
る
コ

ミ
ッ
ク
、
ア
ニ
メ
を
中
心
に
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
が
起
業
、
メ
イ
ド
喫
茶
が
人
気

の
的
に
。
歩
行
者
天
国
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
賑
わ
っ
た
。
ま

た
、
駅
前
再
開
発
と
同
時
に
二
〇
〇
五

〜
〇
六
年
、
産
官
学
連
携
機
能
を
も
つ

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
し
て
、
ダ
イ
ビ
ル
や

秋
葉
原
U
D
X
が
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に

新
し
い
街
へ
と
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　

秋
葉
原
電
気
街
振
興
会
の
事
務
局
長
、

日
村
丈
夫
さ
ん
は
語
る
。「
街
の
な
か
に

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
入
り
込
ん
で
、
秋

葉
原
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
電

気
店
が
昔
な
が
ら
に
構
え
て
う
ま
く
融

合
し
て
い
る
。
そ
れ
が
世
界
中
か
ら
お

客
様
が
来
て
下
さ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
」。

異
文
化
を
受
け
入
れ
る
土
壌
は
、
電
気

製
品
流
通
の
先
駆
者
と
し
て
時
代
を
乗

り
超
え
て
き
た
歴
史
に
あ
る
と
い
う
。

　

東
京
・
千
代
田
区
、
J
R
秋
葉
原
駅

西
側
の
電
気
街
口
周
辺
と
中
央
通
り
を

中
心
と
し
た
一
帯
が
秋
葉
原
。
通
称
ア

キ
バ
と
呼
ば
れ
、
電
気
と
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
街
と
し
て
広
く
海
外
ま
で
知

ら
れ
て
い
る
。
不
況
下
と
は
い
え
幅
広

い
年
代
、
国
籍
、
職
業
、
趣
味
を
も
つ

人
々
が
訪
れ
、
一
種
混
沌
と
し
た
雰
囲

気
の
な
か
に
熱
っ
ぽ
さ
を
漂
わ
せ
る
魅

力
的
な
街
だ
。

ラ
ジ
オ
か
ら
電
気
・パ
ソ
コ
ン
の
街
、

オ
タ
ク
文
化
の
街
へ
。

変
化
を
受
け
入
れ
て
き
た
秋
葉
原

マルチメディア社会への
移行。最前線の情報家電
の街へと変貌をとげる。

2008年の殺傷事件により中止となっていたホコ天。
街の関係者の努力で安全対策に努め、2011年に再開
された。ビラ配りなどに規制も設けられている。 日本の景

 [ 特 集 ]

駅前再開発事業を受け入
れ、さらに訪問者数が増
加。発展を続けている。

第二次大戦後、組立てラ
ジオの販売人気により露
天商が繁栄した。

オタク文化の隆盛、一般
化により、ポップカルチャ
ーの発信地となる。

家電の全盛。大型店の高
層ビルが立ち並び、ほぼ
現在の街並みが完成。

異文化を
取り込み、集積と
成長を続ける

秋葉原新しい 街

1 〜 5 写真提供：秋葉原電気街振興会　6 写真提供：NPO秋葉原観光推進協会

電気店のビル街にアニメなどポップカ
ルチャーの店が混じり、駅前再開発で
生まれたダイビルがそびえる。JR線、
東京メトロ、つくばエクスプレスと交
通も至便。多くの人が訪れる。

　

電
気
街
と
し
て
の
秋
葉
原
は
七
十
年

の
歴
史
を
も
つ
。
戦
前
す
で
に
電
気
製

品
や
ラ
ジ
オ
を
扱
う
電
気
商
が
集
ま
っ

て
い
た
と
い
う
。
敗
戦
後
、
電
気
商
の

復
興
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ツ
や
組

立
て
ラ
ジ
オ
を
製
作
販
売
す
る
露
天
商

が
出
現
。
そ
の
後
、
秋
葉
原
駅
の
ガ
ー

ド
下
に
代
替
地
を
得
て
、
ラ
ジ
オ
ス
ト

ア
な
ど
小
規
模
の
店
舗
が
多
数
入
居
す

秋
葉
原
電
気
街
振
興
会
事
務
局
長
、
日
村
丈
夫

さ
ん（
右
）、同
会
主
事
　
荻
野
高
重
さ
ん（
左
）。

と
も
に
一
九
七
〇
年
代
か
ら
電
気
機
器
業
界
を

歩
ん
で
き
た
電
気
街
の
生
き
字
引
き
。
変
わ
っ

て
い
く
秋
葉
原
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
。

店名や商品を宣伝する看板
に加え、アニメのテントシ
ートが街に溢れる。

秋葉原は常に新しい文化や時代の変化を柔軟に受け入れ、生まれ変わることで発展をしてきた。

19301980 196019702000 1990 1950 1940

秋葉原の成長の軌跡

ホコ天再開に先立ち、防
犯目的で50台のカメラ
を設置。街を見守る。

る
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。

専
門
部
品
店
が
集
中
す
る

秋
葉
原
な
ら
で
は
の
風
景

は
こ
の
と
き
か
ら
始
ま
っ

ラジオが情報・娯楽を提
供した時代。ラジオ部材
を中心に販売店が集まる。

ポップカルチャー

電気・パソコン
再開発

交通の要所

外国人誘致

13456 2

高度経済成長。「三種の
神器」白黒テレビ・洗濯
機・冷蔵庫が急速に普及。
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風
景
は
そ
の
場
所
独
自
の
文
化
や
生
活
を
示

し
、
後
世
に
も
影
響
を
与
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
原
風
景
と
し
て
根
付

く
「
日
本
の
景
」
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
は
、

建
設
業
が
果
た
す
役
割
と
と
も
に
、
そ
こ
に
携

わ
る
多
く
の
人
々
の
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
建
造
物
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
風
景
を
つ
く
っ
て
い
る
九
つ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
き
た
。

　

第
一
回
「
転
」
で
は
時
代
の
節
目
や
社
会
情

勢
の
変
化
を
き
っ
か
け
に
変
貌
を
と
げ
、
独
自

性
を
獲
得
す
る
に
い
た
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

第
二
回
「
継
」
で
は
歴
史
の
価
値
を
理
解
す
る

人
々
の
類
ま
れ
な
る
努
力
を
見
出
し
た
。
第
三

回
「
新
」
で
は
街
の
魅
力
を
高
め
る
斬
新
な
ア

イ
デ
ィ
ア
や
取
り
組
み
を
見
た
。

　

多
く
の
風
景
が
社
会
の
劇
的
な
変
化
や
、
時

代
ご
と
の
特
徴
を
如
実
に
表
す
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
裏
に
は
人
々
の
風
景
へ
の
想
い
や
努
力
が

生
き
て
い
た
。
風
景
は
自
然
に
残
る
も
の
で
は

な
く
、
意
識
し
て
残
し
て
い
く
も
の
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
読
者
の
皆
様
が
「
日
本
の
景
」
に

つ
い
て
再
考
す
る
際
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

豊かな自然と文化を持つ「日本の景観」のあり方を探る

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

育
ま
れ
た
独
自
の

日
本
の
景
を
い
つ
く
し
む

次回の特集は、日本が世界に誇る技術や事業を紹介する「日本の底力」。
日本人ならではの応用力、総合力、技術力を活かして、品質を追求する企業の飽くなき挑戦を取り上げます。

機能の転換
横浜港みなとみらい21

街並みの転換
原宿表参道

社会の転換
都電荒川線

転【てん】
9月号

継【つぐ】
10月号

新【しん】
11月号

象徴の継承
姫路城

思想の継承
平泉

記憶の継承
山本作兵衛の炭鉱記録画

新しい形
東京ゲートブリッジ

新しい光
神戸摩耶山掬星台

新しい街
秋葉原

日本の景

 [ 特 集 ]

秋葉原
外国人誘致の取り組み

秋葉原観光情報センター
日本語、英語、中国語に対応。
秋葉原ツアー、店舗情報、ポ
ップカルチャー情報の紹介な
どを行う。通訳案内士ツアー
も紹介している。中央通りの
ソフマップ秋葉原本館2階に
設置。

秋葉原おもてなしプロジェクト
公式キャラクター
世界の7カ国を代表する公式キャラクター 8体を製
作。ポスターやマップ、フリーペーパー、海外イベン
トにも使用している。秋葉原のプロモーション及び振
興目的なら申請によって無償使用可能（©ATPA）

秋葉原新発見ツアー
ATPAが主催。英語に対応するガ
イドと電気パーツ街やメイドカフ
ェ、ポップカルチャー店などを巡
り、秋葉原を知ってもらう。帰国
後の口コミにも役立つ。

（写真提供：NPO秋葉原観光推進
協会）

免税店
電気炊飯器やシェーバーなど
の人気家電とともに、カメ
ラ、フィギュア、日本土産の
Tシャツや記念小物など、ア
イテムの幅が広がっている。

て
、
街
を
案
内
す
る
「
秋
葉
原
新
発
見

ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
た
。
同
協
会
は
中

小
企
業
庁
の
推
進
す
る
「
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
」
の
認
定
事
業

者
と
な
っ
た
り
、
観
光
庁
の
「
外
客
受

入
戦
略
拠
点
」
に
選
定
さ
れ
た
秋
葉
原

の
認
定
事
業
者
と
し
て
、
政
府
の
「
知

財
立
国
」
や
「
観
光
立
国
」
政
策
と
合

致
し
た
活
動
を
展
開
中
。「
お
も
て
な

し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
外
国
人
客
を

誘
致
す
る
「
秋
葉
原
お
も
て
な
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
大
き
な
柱
だ
。
観
光
を

キ
ー
ワ
ー
ド
窓
口
と
し
て
秋
葉
原
エ
リ

ア
の
企
業
や
大
学
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の

組
織
と
横
断
的
に
連
携
し
、
新
旧
が
集

積
す
る
秋
葉
原
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活

か
し
た
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

ア
ニ
メ
、
コ
ミ
ッ
ク
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、

コ
ス
プ
レ
な
ど
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
は
世
界
的
に
注
目
さ
れ
、
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
拠
点

が
秋
葉
原
だ
。
新
た
な
発
想
で
事
業
展

開
が
な
さ
れ
、
業
種
業
態
は
多
岐
に
わ

た
る
。
こ
の
分
野
と
電
気
街
と
の
交

流
・
連
携
を
図
り
、
秋
葉
原
を
持
続
的

に
発
展
さ
せ
る
目
的
で
平
成
十
七
年
に

発
足
し
た
組
織
が
N
P
O
法
人
秋
葉

原
観
光
推
進
協
会（
A
T
P
A
）。
そ
れ

ま
で
商
業
組
合
が
な
か
っ
た
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
店
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い

る
。「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
店
の
経
営

者
は
若
く
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
豊
富
に
あ

り
ま
す
。
子
供
の
頃
か
ら
ア
キ
バ
に
通

い
親
し
み
、
こ
の
街
の
発
展
に
協
力
し

た
い
と
考
え
る
人
も
多
い
。
そ
の
想
い

は
電
気
街
の
商
業
者
と
同
じ
で
す
」
と

語
る
の
は
同
協
会
の
副
事
務
局
長
、
石

原
直
幸
さ
ん
。
同
協
会
発
足
の
き
っ
か

け
は
、
外
国
人
客
を
呼
び
込
む
た
め
に

秋
葉
原
の
観
光
地
化
を
図
ろ
う
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
電
気
街
と
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
店
を
初
め
て
合
同
し

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
を
発
信
、

観
光
地
化
を
目
指
す

N
P
O
法
人
秋
葉
原
観
光
推
進
協
会
副
事
務

局
長
、
石
原
直
幸
さ
ん
。
手
に
持
っ
て
い
る
の

は
「
お
も
て
な
し
ロ
ゴ
」。
外
国
人
観
光
客
が
安

心
し
て
楽
し
め
る
目
安
と
し
て
店
舗
や
施
設
に

掲
示
。
ロ
ゴ
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
も
使
用
し
、
手
作

り
し
た
秋
葉
原
ら
し
い
も
の
。

（
写
真
提
供
：
姫
路
城
大
天
守
保
存
修
理
J
V
）


